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令和２年８月１１日午後１時富士宮市農業委員会会長望月三千夫は、富士宮市農業委員会総会

を富士宮市役所全員協議会室に招集する。 

委員定数 １９ 名 

出席委員 １６ 名 

農業委員出席委員 

１番 佐 野 芳 弘   ２番 宮 島 孝 子   ３番 遠 藤 恒 男 

４番 望 月 三千夫   ５番 赤 池   勝   ８番 石 川 邦 彦 

９番 佐 野 公 洋  １１番 村 松 義 正  １２番 植 松 眞 二 

１３番 齊 藤   学  １４番 石 川 嘉 章  １５番 朝比奈 美 芳 

１６番 杉 浦 德 子  １７番 植 竹   繁  １８番 後 藤 文 隆 

１９番 松 永 孝 男 

 

欠席委員 

６番 佐 野   正   ７番 千頭和 栄 一  １０番 松 下 善 洋 

 

農地利用最適化推進委員出席委員 

１番 佐 野 俊 英   ２番 塩 川 金 彦   ４番 遠 藤 光 浩 

５番 佐 野   均   ６番 村 松 愼 一   ７番 𡈽 井 一 彦 

８番 加 藤 文 男   ９番 望 月 義 雄  １０番 有 賀 文 彦 

１２番 佐 野   強  １３番 近 藤 雅 隆 

 

欠席委員 

３番 佐 野 三 男  １１番 鈴 木 四 郎 

 

事務局職員 

（併）事務局長 中 野 信 男 次長兼振興係長 望 月 伸 浩 

主 任 主 査 深 川   亮 主 査 伊 藤 孝 彦 

主 事 大 瀧 美 緒   

 

議長 会長 望月三千夫 

本日は大変お忙しい中、農業委員会総会に御出席いただきまして、ありがとうございます。 

会議に入る前に、６番 佐野 正委員、７番 千頭和栄一委員、１０番 松下善洋委員から本

日の会議を欠席する旨の申出がありましたので、御報告申し上げます。 

出席委員が定足数に達しておりますので、本日の会議は成立しております。 

これより、本日をもって招集されました、富士宮市農業委員会総会を開会いたします。 

なお、本日の会議につきましても時節柄、事務局からの説明は簡潔に行い、委員の皆様は、発

言等がある場合は挙手をして簡潔にお願いします。 

それでは、「会期の決定について」を議題といたします。 

お諮りいたします。 

会期は、本日１日と決定いたしたいと存じます。これに御異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長 

御異議なしと認めます。よって、会期は本日１日と決定いたします。 

次に、「会議録署人の指名について」を議題といたします。 

お諮りいたします。 

会議録署名人は、８番 石川邦彦委員、９番 佐野公洋委員を指名することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長 

御異議なしと認めます。 

よって会議録署名人に、８番 石川邦彦委員、９番 佐野公洋委員を指名いたします。 

本日の議事日程は、目次のとおり報第４１号から議第５３号です。 

初めに、報第４１号から報第４８号まで一括して事務局から報告させます。 

事務局 深川主任主査 

令和２年６月２１日から７月２０日までの受理分について報告いたします。 

議案の１ページ及び２ページを御覧ください。 

報第４１号 農地返還通知書の受理について 

農地の使用貸借権の合意解約がなされたことの通知があったので、次のとおり報告する。 

議案に記載のとおり、使用貸借契約の合意解約による通知が５件提出されました。 

続きまして、議案の３ページを御覧ください。 

報第４２号 農地法第１８条第６項の規定による通知書の受理について 

農地の賃借権の合意解約がなされたことの農地法第１８条第６項の規定による通知書を受理し

たので、次のとおり報告する。 

議案に記載のとおり、賃貸借契約の合意解約による通知が１件提出されました。 

続きまして、議案の４ページを御覧ください。 

報第４３号 農地法第３条の３第１項の規定による届出書の受理について 

農地の権利を取得したことの農地法第３条の３第１項の規定による届出書を受理したので、次

のとおり報告する。 

議案に記載のとおり、３件の届出が受理されました。 

続きまして、議案の５ページを御覧ください。 

報第４４号 転用目的・事業計画変更届出書の受理について 

転用事業者が当初の転用目的、または事業計画を変更しようとする転用目的事業計画変更届出

書を受理したので、次のとおり報告する。 

議案に記載のとおり、資材置場及び駐車場から住宅への計画変更が１件提出されました。 

続きまして、議案の６ページを御覧ください。 

報第４５号 農地法第４条第１項第８号の規定による届出書の受理について 

農地を農地以外のものにしようとする農地法第４条第１項第８号の規定による届出書を受理し

たので、次のとおり報告する。 

議案に記載のとおり、３件の届出を受理しました。 

続きまして、議案の７ページから９ページを御覧ください。 
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報第４６号 農地法第５条第１項第７号の規定による届出書の受理について 

農地を農地以外のものにするため、その農地につき所有権の移転、または、その他の権利を設

定しようとする農地法第５条第１項第７号の規定による届出書を受理したので、次のとおり報告

する。 

議案に記載のとおり、１０件の届出を受理しました。 

続きまして、議案の１０ページ、１１ページを御覧ください。 

報第４７号 相続税の納税猶予に係る特例農地等の利用状況について 

租税特別措置法第７０条の６第１項の規定により、相続税の納税猶予の通知を受けていた特例

農地について、期間が満了するのに当たり、当該特例農地の利用状況を富士税務署に通知したの

で報告する。 

議案に記載のとおり、現地確認の上、特例農地の利用状況２件を通知しました。 

続きまして、議案の１２ページから１５ページを御覧ください。 

報第４８号 農地中間管理事業に係る農用地利用配分計画について 

農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第５項の規定により、農地中間管理機構から農

用地利用配分計画について認可する通知を受けたので、次のとおり報告する。 

議案に記載のとおり、賃貸借で認可を受けたものが１件、使用貸借で認可を受けたものが９件

ありました。 

報告については、以上です。 

議長 

事務局から報告がありましたが、ここで一括して質疑を許します。質疑のある方の挙手をお願

いします。 

〔挙手確認〕 

議長 

御質疑なしと認めます。よって、報第４１号から報第４８号まで報告済みとします。 

次に、議第４７号 農地法第３条第１項の規定による許可決定についてを議題といたします。 

事務局に議案の朗読及び説明をさせます。 

事務局 伊藤主査 

議案の１６ページを御覧ください。 

議第４７号 農地法第３条第１項の規定による許可決定について 

第１項及び別冊航空写真１ページを御覧ください。 

申請地は、金之宮神社の北に位置する農地です。 

受人■■■■さんと渡人■■■■さんとの売買契約で、野菜を栽培する計画です。受人は現在

６４歳、耕作面積は許可後９，４３６．４８平方メートル、稼働人員は１名です。 

続きまして、第２項及び別冊航空写真２ページを御覧ください。 

申請地は、大岩明倫保育園の北に位置する農地です。 

受人■■■■さんと渡人■■■■さんとの売買契約で、野菜を栽培する計画です。受人は現在

５３歳、耕作面積は許可後３，９０１平方メートル、稼働人員は３名です。 

続きまして、第３項及び別冊航空写真３ページを御覧ください。 

申請地は、下之坊の西に位置する農地で、航空写真の４カ所の水田になります。 
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受人■■■■さんと渡人■■■■さんとの使用貸借契約です。申請地では、水稲を栽培する計

画です。受人は現在７０歳、耕作面積は許可後２万２，０７４平方メートル、稼働人員は３名で

す。 

続きまして、第４項及び別冊航空写真４ページを御覧ください。 

申請地は、人穴小の北に位置する農地で、航空写真では黒枠内の農地になります。 

受人■■■■さんと渡人■■■■さんとの売買契約です。受人は、山梨県鳴沢村で３，７５３平

方メートルの農地を借り受け、キノコ栽培を行っているとのことで、気候の違う富士宮市で時期

をずらして収穫するため、この農地を取得するとのことです。受人は現在７２歳、耕作面積は許

可後７，４４９．２９平方メートル、稼働人員は２名です。 

続きまして、第５項及び別冊航空写真５ページを御覧ください。 

申請地は、香葉台団地の西に位置する農地です。受人■■■■さんと渡人■■■■さんとの使

用貸借契約です。申請地では、野菜を栽培する計画です。受人は現在４０歳、耕作面積は許可後

１万２，９５６平方メートル、稼働人員は１名です。 

以上、第１項から第５項について、農地法第３条第２項の各号の許可しない要件には該当せず、

問題ないと判断しました。 

説明は、以上です。 

議長 

それでは、質疑を許します。御質疑のある方は、挙手をお願いします。 

〔挙手なし〕 

それでは、御質疑なしと認めます。 

農業委員による採決を行います。 

議第４７号は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔全員挙手〕 

議長 

御異議なしと認めます。よって、議第４７号は原案のとおり処理することに決定いたしました。 

議第４８号 農地法第４条第１項の規定による許可決定についてを議題といたします。 

事務局に議案の朗読及び説明をお願いします。 

事務局 深川主任主査 

議案の１８ページを御覧ください。 

議第４８号 農地法第４条第１項の規定による許可決定について 

農地を農地以外のものにしようとする農地法第４条第１項の規定による許可申請が次のとおり

あったので審議を求める。 

第１項及び航空写真６ページを御覧ください。 

杉田■■■■、畑９５平方メートルほか１筆について、申請人が分家住宅に転用しようとする

ものです。申請人はアパート住まいで子供たちが大きくなり手狭であるため、本家に隣接する申

請地に分家住宅を建築したく、申請するものです。 

申請地は、西富士インターチェンジから北西約１．３キロメートルに位置し、農用地でしたが、

平成２８年２月１日に適用除外の通知が出ており、小集団の生産性の低い第２種農地に該当しま

す。隣接地との境界は見切りコンクリートで囲い、設置には被害防除措置を行い、周辺への影響

がないように配慮いたします。 
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続きまして、第２項及び航空写真７ページを御覧ください。 

下柚野■■■■の内、田４０平方メートルについて、申請人が通行路に転用しようとするもの

です。申請人は寺の住職で、申請地を含めた近隣の農地の管理をしていますが、高齢となり維持

管理が難しくなったため、航空写真の白枠で囲った宅地部分に農業用倉庫やトイレ、休憩所の設

置を計画し、本申請地を道路からの通行路として申請するものです。 

申請地は、柚野中学校から南約５０メートルに位置する小集団の生産性の低い農地で、第２種

農地です。周囲は寺や申請人所有の農地であり、設置には被害防除措置を行い、周辺への影響が

出ないように配慮いたします。 

説明は以上です。 

議長 

それでは、質疑を許します。御質疑のある方の挙手をお願いします。 

〔挙手なし〕 

議長 

御質疑なしと認めます。 

それでは、農業委員による採決を行います。 

議第４８号は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔全員挙手〕 

議長 

御異議なしと認めます。よって、議第４８号は原案のとおり処理することに決定しました。 

議第４９号 農地法第５条第１項の規定による許可決定についてを議題といたします。 

事務局に議案の朗読及び説明をさせます。 

事務局 深川主任主査 

議案の１９ページ、２０ページを御覧ください。 

議第４９号 農地法第５条第１項の規定による許可決定について 

農地を農地以外のものにするため、その農地につき所有権の移転、またはその他の権利を設定

しようとする農地法第５条第１項の規定による許可申請が次のとおりあったので審議を求める。 

第１項及び航空写真８ページを御覧ください。 

安居山■■■■、田３４３平方メートルについて、受人が売買により資材置場に転用しようと

するものです。 

受人は、市内で建設業を営む法人です。本社敷地内の資材置場が手狭となったこと、今後の人

材不足や経営負担を考慮し、安居山・芝川方面での工事の拠点として、面積、利便性等から本申

請地を適地と判断し、申請に至るものです。 

申請地は、富士宮第三中学校から南東約２キロメートル、県道富士宮芝川線沿いに位置し、大

場機工の道向いとなります。小集団の生産性の低い農地で、第２種農地に該当します。 

資金は自己資金により確保されており、進入路にある水路も占有許可済み、近隣の土地所有者

にも通路として使用する旨の承諾書を得ております。設置には、周辺農地に被害が出ないように

配慮いたします。 

続きまして、第２項及び航空写真９ページを御覧ください。 

小泉■■■■、畑２９９平方メートルについて、受人が使用貸借により農家住宅に転用しよう

とするものです。 
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受人は農家ですが、同居の姉の介護と仕事を両立させるため、市外に住むもう１人の姉家族に

協力を求めました。これに際し、受人が所有する現在の住居などは姉夫妻に譲渡することとなっ

たため、受人が居住するための農家住宅を新たに建設することとなり、申請に至ったものです。 

申請地は、富士根南小学校から北東約２キロメートルに位置する農用地ですが、令和２年５月

１１日に農家住宅として適用除外が決定し、小集団の生産性の低い農地で第２種農地に該当しま

す。 

資金は融資により確保されており、周囲は道路と受人所有の農地で、被害防除措置を行い、影

響がないように設置します。 

続きまして、第３項及び航空写真１０ページを御覧ください。 

杉田■■■■、畑３３平方メートルほか１筆について、受人が使用貸借により分家住宅に転用

しようとするものです。 

受人は次男で、現在本家にて祖母、両親と妻、子供３人で生活しています。今後、長男一家が

本家に戻り引き継ぐこととなったため手狭となり、分家住宅を建てるための土地を探していたと

ころ、祖母が所有する本申請地を借りられることとなったため申請に至ったものです。 

申請地は、杉田幼稚園から南約３５０メートルに位置する農用地でしたが、平成２６年１２月

２６日、分家住宅敷地として農用地適用除外の決定を受けており、小集団の生産性の低い第２種

農地に該当します。 

資金は融資により確保されており、周囲は道路と渡人所有の農地で、周辺に影響がないよう被

害防除措置を行い、建設します。 

続きまして、第４項及び航空写真は戻りまして４ページを御覧ください。 

人穴■■■■の内、畑３１２．３３平方メートルにつきまして、受人が売買により権利を取得

し、農業用倉庫、作業場及び駐車場３台に転用するものです。 

受人は、山梨県鳴沢村で主にキノコやシイタケの栽培をしています。経営拡大のため、議案

１７ページ、議第４７号の第４項にて取得する農地でキノコなどの栽培を計画しています。申請

地は出荷作業場と農業用倉庫及び駐車場として利用する計画です。 

申請地は、人穴小学校から北へ約３００メートルに位置する小集団の生産性の低い第２種農地

となります。周辺は山林や休耕地となっていますが、周辺への影響が出ないように配慮します。 

続きまして、第５項及び航空写真は戻りまして７ページを御覧ください。 

下柚野■■■■の内、畑５９平方メートルにつきまして、受人が使用貸借により通行路に転用

しようとするものです。 

転用目的や内容は、議案１８ページの議第４８号第２項と同じく、宅地部分に農業用倉庫やト

イレ、休憩所の設置を計画し、申請地を道路からの通行路として申請するものです。 

申請地は、柚野中学校から南５０メートルに位置する小集団の生産性の低い農地で、第２種農

地となります。周辺は寺や受人所有の農地であり、周辺への影響がないように配慮いたします。 

続きまして、第６項及び航空写真１１ページを御覧ください。 

議案の訂正をお願いします。 

第６項、第７項の全体計画面積が３１３平方メートルとなっていますが、３４３平方メートル

の誤りでしたので訂正をよろしくお願いいたします。 

第６項、第７項は一体利用のため、併せて説明いたします。 
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第６項、内房■■■■、畑１５５平方メートル、第７項、内房■■■■、畑１８８平方メート

ルにつきまして、受人が売買により駐車場１２台に転用しようとするものです。 

受人は申請地北側で法人を経営していますが、敷地内での駐車場が不足しており隣接する本申

請地を従業員駐車場として利用したく、申請に至ったものです。 

申請地は、新内房橋から北へ約５５０メートルに位置する第２種農地に該当する農地です。資

金は自己資金により確保されており、付近に農地はなく被害はないと思われますが、周辺への影

響がないように配慮いたします。 

説明は以上です。 

議長 

それでは、質疑のある方は挙手をお願いします。 

〔挙手なし〕 

議長 

御質疑なしと認めます。 

それでは、農業委員による採決を行います。 

議第４９号は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔全員挙手〕 

議長 

御異議なしと認めます。よって、議第４９号は原案のとおり処理することに決定いたしました。 

議第５０号 農地法第５条第１項の規定による許可申請の承認についてを議題といたします。 

事務局に議案の朗読及び説明をお願いします。 

事務局 深川主任主査 

議案２１ページから２５ページを御覧ください。 

議第５０号 農地法第５条第１項の規定による許可申請の承認について 

農地を農地以外のものにするため、その農地につき所有権の移転またははその他の権利を設定

しようとする農地法第５条第１項の規定による許可申請が次のとおりあったので、審議を求める。 

本件に係る静岡県農業会議ネットワーク機構から許可相当の答申があった場合において、農業

委員会会長が許可の処分をする。 

第１項から第１５項及び別冊航空写真１２ページを御覧ください。 

倉庫敷地として一体利用であるため、併せて説明いたします。 

第１項から第７項までは、山宮■■■■、畑７８平方メートルほか３４筆について、有限会社

■■■■が倉庫１棟を建設のため、第８項から第１３項までは、山宮■■■■、畑９９９平方メ

ートルほか３４筆ついて、株式会社■■■■が倉庫２棟建設のため、第１４項及び第１５項は、

山宮■■■■、畑１５平方メートルほか５筆について、有限会社■■■■及び株式会社■■■■

が共有名義で倉庫への通行路として申請するものです。農地の合計面積は２万９，０９９．１８平

方メートル、農地以外の地目を含めた全体面積は４万１，９６６．９７平方メートルです。 

有限会社■■■■は業務拡大、株式会社■■■■は新規事業として倉庫業を行うに当たり、中

部運輸局へは登録申請済みです。大規模流通業務施設の立地条件として、インターチェンジから

１キロメートル以内及び敷地面積２，０００平方メートル以上でなければならず、本申請地が両

者にとって最適地と判断し、申請するものです。 
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航空写真の中央より白枠で囲った南側が有限会社■■■■の倉庫敷地、北側が株式会社■■■

■の倉庫敷地です。白枠で囲ってある北側部分が倉庫への通行路となります。 

有限会社■■■■は、山宮に本社があり、冷凍倉庫業を営む法人です。荷主より製品管理の拡

大を依頼され、搬出先への利便性から申請地への新設に至ったものです。 

株式会社■■■■は、不動産業をはじめとする複数の業種を営む法人です。新たな業務として

営業用倉庫を開始することにしました。主な取引先は、岳南地域、富士・富士宮地域で、パルプ、

紙、紙の加工製品を行っている３者ほどになります。特に衛生紙の需要が高まり交通アクセスの

よい場所に物流倉庫を新設してほしいとの要望があり、会社の事業展開と一致したため申請に至

りました。保管物は、紙製品で、製造会社から搬入し一旦保管しここから埼玉県など主に関東圏

北部への搬出をします。 

共有部分については、搬入・搬出のための進入路を設置するものです。 

申請地は、北山インターチェンジから約６００メートルに位置する小集団の農地で、第２種農

地に該当します。 

資金は融資により確保されており、富士宮市土地利用事業計画の承認済みで、開発行為許可も

８月中旬におりる見込みであります。 

工期は、令和２年９月１日から令和４年１月３１日までの予定で、周辺に影響がないように配

慮いたします。 

説明は以上です。 

議長 

ただいまの上程議案について、担当委員からの調査報告をお願いします。 

５番 赤池 勝委員 

ただいま審議中の第１項について報告します。 

８月３日午後１時半、申請代理人、事務局職員２名、農業委員４名にて現地に集合し、調査い

たしました。 

申請書のとおり問題ありませんので、御審議のほどよろしくお願いします。 

議長 

それでは、質疑を許します。御質疑のある方の挙手をお願いします。 

〔挙手なし〕 

議長 

御質疑なしと認めます。 

それでは、農業委員による採決を行います。 

議第５０号は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔全員挙手〕 

議長 

御異議なしと認めます。よって、議第５０号は原案のとおり処理することに決定いたしました。

ただし、本件は、静岡県農業会議で開設されます審議案件となりますことを申し添えます。 

次に、議第５１号 非農地証明申請の審議についてを議題といたします。 

事務局に議案の朗読及び説明をさせます。 

事務局 大瀧主事 

議案の２６ページを御覧ください。 
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議第５１号 非農地証明申請の審議について 

第１項及び航空写真１３ページを御覧ください。 

申請地は、下条■■■■、畑ほか１筆、計４５２平方メートルで、上野中学校の北東に位置す

る農地です。 

昭和４２年月日不詳、申請人の先代が申請地の一部に農業用倉庫を建設、その後、昭和４６年

に住宅を建設し、以後、住宅敷地として一体利用しているものです。昭和４７年の線引き前から

宅地として利用していたことが確認でき、都市計画法上も問題ありません。 

続きまして、第２項及び航空写真１４ページを御覧ください。 

申請地は、精進川■■■■、畑１，１３３平方メートルで、精進川から半野へ抜ける県道白糸

富士宮線の西側に位置する農地です。平成１０年頃に申請人の父が耕作困難のため植林し、以後、

現在に至るまで山林として管理されているものです。申請地には数十年生のクヌギが群生してい

るため、農地として復元することは困難であり、非農地として扱って差し支えないと思われます。 

続きまして、第３項及び航空写真１５ページを御覧ください。 

申請地は、西山■■■■、畑７４平方メートルで、芝川スポーツ広場の西に位置する農地です。

平成１２年１月１２日、申請人が隣接する宅地に住宅を建設した際、敷地として一体利用を開始

し、現在に至ったものです。旧芝川町の案件のため、平成２３年の線引き前から宅地として利用

していたことが確認でき、都市計画法上も問題ありません。 

続きまして、第４項及び航空写真は１６ページ及び１７ページを御覧ください。 

申請地は、内房■■■■畑ほか６筆、計２５２．９１平方メートルです。 

航空写真１６ページに記載の４筆については、平成１１年月日不詳、写真中央にある県道の新

設に伴う測量及び分筆処理が行われた際に残った、いわゆる残地に当たります。道路は周囲の土

地よりも１０メートルほど低い土地を通っており、当該申請地は道路脇ののり面に存在します。

急傾斜地、狭小地であることから、仮に農地として復元しても継続的に営農することは困難であ

り、非農地として差し支えないと思われます。 

航空写真１７ページに記載の２筆については、１０メートル以上高低差のある崖地にあり、年

月日は不詳ですが、耕作困難のため放棄し、山林・原野化したものです。こちらも農地への復元

は難しく、今後の営農は見込まれないため、問題ないのではと思われます。 

説明は以上です。 

議長 

ただいまの上程議案について、担当委員からの調査報告をお願いします。 

１３番 齊藤 学委員 

ただいま審議中の第１項、第２項の調査結果について報告します。 

８月６日午前９時に、第１項の現地で申請代理人の行政書士に事務局２名と説明を聞きました。

第２項は、事務局２名と現地を確認しました。 

第１項、第２項とも申請書のとおり問題ありませんので、御審議のほどよろしくお願いします。 

９番 佐野公洋委員 

ただいま審議中の第３項及び第４項について調査結果を報告いたします。 

まず、第３項ですが、８月６日、申請人、申請代理人の行政書士及び事務局職員２名と現地で

会い、調査を行いました。詳細につきましては、事務局の説明のとおりであります。 
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次に、第４項ですが、同日、申請代理人の行政書士、事務局職員２名と現地で会い、調査を行

いました。詳細につきましては、事務局の説明のとおりであります。 

４筆につきましては、道路ののり面と思われる急傾斜地であり、３筆につきましては、平地が

少ない崖地であり、耕作放棄により原野化し、農地として利用することは困難と判断いたしまし

た。 

２つの案件とも申請書のとおり問題ありませんので、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 

それでは、質疑を許します。御質疑のある方の挙手をお願いします。 

〔挙手なし〕 

議長 

御質疑なしと認めます。 

それでは、農業委員による採決を行います。 

議第５１号は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔全員挙手〕 

議長 

御異議なしと認めます。よって、議第５１号は原案のとおり処理することに決定いたしました。 

議第５２号 相続税の納税猶予に関する適格者証明についてを議題といたします。 

事務局に議案の朗読及び説明をさせます。 

事務局 大瀧主事 

議案の２８ページを御覧ください。 

議第５２号 相続税の納税猶予に関する適格者証明について 

第１項及び航空写真１８ページ及び１９ページを御覧ください。 

大中里■■■■、田ほか４筆、計６２２平方メートルについて、大中里の■■■■さんが相続

により権利取得し、発生する相続税について納税猶予の適用を受けるための証明をするものです。 

これまでの営農状況から、今後も継続的な耕作管理が見込まれ、納税猶予適用の要件を満たし

ており、問題ないと思われます。 

説明は以上です。 

議長 

ただいまの上程議案について、担当委員から調査報告をお願いします。 

１５番 朝比奈美芳委員 

ただいま審議中の第１項について御報告いたします。 

現地の調査を８月６日午後、申請者本人、事務局から大瀧さん、そして私で実施いたしました。

内容等は、先ほど事務局のほうから御報告のあったとおりです。現地は２カ所あり、いずれも果

樹畑ですか、例えば柿とかミカンとかキウイフルーツとなっていまして、その周辺での畑は草刈

りがされて、ある意味よく管理されているようです。 

隣接する農地への影響は特に支障ないと判断いたします。御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

議長 

それでは、質疑を許します。御質疑のある方の挙手をお願いします。 

〔挙手なし〕 
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議長 

御質疑なしと認めます。 

それでは、農業委員による採決を行います。 

議第５２号は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔全員挙手〕 

議長 

御異議なしと認めます。よって、議第５２号は原案のとおり処理することに決定いたしました。 

議第５３号 富士宮市農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。 

事務局に議案の朗読及び説明をさせます。 

事務局 伊藤主査 

議案の２９ページを御覧ください。 

議第５３号 富士宮市農用地利用集積計画の決定について 

農用地利用集積計画（案）について説明します。 

農用地の流動化状況を御覧ください。 

利用権の設定を受ける者の数１３人、利用権を設定する者の数２３人、利用権を設定する農用

地の面積は、計６万９，３６５．６５平方メートルです。 

次に、表の一番下、所有権移転です。 

所有権の移転を受ける者の数１人、所有権の移転をする者の数１人、所有権が移転する農用地

の面積は、３万６，４４２平方メートルです。 

全て中間管理事業になります。 

利用権の内容について説明します。４ページを御覧ください。 

第１項及び別冊航空写真２０ページを御覧ください。 

西山字中村垣外■■■■、西山の■■■■さんへの使用貸借権設定で、野菜の栽培になります。

移転後の経営面積は７，２８４平方メートルです。 

第２項及び別冊航空写真２１ページを御覧ください。 

杉田字滝ノ上■■■■ほか３筆、西小泉町の■■■■さんへの使用貸借権設定で、茶の栽培に

なります。移転後の経営面積は４万６，９２７．３２平方メートルです。 

第３項及び別冊航空写真２２ページを御覧ください。 

杉田字久保■■■■、小泉の■■■■さんへの使用貸借権設定で、花木の栽培になります。移

転後の経営面積は６，２４３．１３平方メートルです。 

続きまして、第４項及び別冊航空写真、同じく２２ページを御覧ください。 

杉田字笠屋敷■■■■ほか２筆、富士市天間の株式会社■■■■への使用貸借権設定で、野菜

の栽培になります。移転後の経営面積は８，３６６平方メートルです。 

第５項及び別冊航空写真２３ページを御覧ください。 

上条字古谷戸■■■■ほか２筆、宮北町の■■■■さんへの使用貸借権設定で、野菜の栽培に

なります。移転後の経営面積は２万２，４２０．７６平方メートルです。 

第６項及び別冊航空写真２４ページを御覧ください。 

杉田字田上原■■■■、杉田の■■■■さんへの使用貸借権設定で、野菜の栽培になります。

移転後の経営面積は２万７，５９８平方メートルです。 
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第７項及び別冊航空写真２５ページを御覧ください。 

外神字上谷■■■■ほか１筆、株式会社■■■■への使用貸借権設定で、野菜の栽培になりま

す。移転後の経営面積は４万２，９１０．６１平方メートルです。 

第８項及び別冊航空写真２６ページを御覧ください。 

大鹿窪字三沢■■■■ほか３筆、農事組合法人■■■■への使用貸借権設定で、水稲の栽培に

なります。移転後の経営面積は１６万８，３２６平方メートルです。 

第９項及び別冊航空写真２７ページを御覧ください。 

沼久保字向原■■■■、小泉の■■■■さんへの使用貸借権設定で、茶の栽培になります。移

転後の経営面積は２万２，６４２．６２平方メートルです。 

第１０項及び別冊航空写真、戻りまして２５ページを御覧ください。 

外神字中谷■■■■、■■■■株式会社への使用貸借権設定で、野菜の栽培になります。移転

後の経営面積は４万５，０２４．０５平方メートルです。 

続きまして、第１１項から第２２項については、同一受人の案件になります。 

第１１項、杉田字中村■■■■ほか１筆、別冊航空写真は２８ページです。 

第１２項、杉田字新梨■■■■、別冊航空写真は２９ページです。 

第１３項、杉田字焼畑■■■■ほか２筆、別冊航空写真は３０ページです。 

第１４項、杉田字田上原■■■■の内ほか１筆、別冊航空写真は３１ページです。 

第１５項、杉田字田上原■■■■、別冊航空写真は同じく３１ページです。 

第１６項、杉田字焼畑■■■■、別冊航空写真は戻りまして３０ページです。 

第１７項、杉田字焼畑■■■■３５６－４、別冊航空写真は同じく３０ページです。 

第１８項、杉田字焼畑■■■■、別冊航空写真は同じく３０ページです。 

第１９項、杉田字新梨■■■■ほか１筆、別冊航空写真戻りまして、２９ページです。 

第２０項、杉田字新梨■■■■の内、別冊航空写真は同じく２９ページです。 

第２１項、杉田字焼畑■■■■ほか２筆、別冊航空写真は３０ページです。 

第２２項、杉田字大宝坊■■■■、別冊航空写真は３２ページです。 

以上、杉田の■■■■株式会社への使用貸借権設定で、茶の栽培になります。移転後の経営面

積は６万９，７７８．６５平方メートルです。 

続きまして、第２３項及び別冊航空写真３３ページを御覧ください。 

星山字上ノ原■■■■ほか１筆、黒田の■■■■さんへの使用貸借権設定で、茶の栽培になり

ます。移転後の経営面積は８万７，０９９．７８平方メートルです。 

続きまして、第２４項及び第２５項は同一受人案件です。別冊航空写真は３４ページを御覧く

ださい。 

第２４項、内房字カラ澤■■■■、第２５項、内房字大嵐■■■■ほか２筆、内房の株式会社

■■■■への使用貸借権設定で、茶の栽培になります。移転後の経営面積は３，８８９平方メー

トルです。 

続きまして、所有権移転の内容について説明します。 

第１項、第２項、同一受人案件です。別冊航空写真３５ページを御覧ください。 

第１項、根原字宝山■■■■、第２項、根原字宝山■■■■ほか３筆、■■■■有限会社への

売買で、飼料作物の栽培になります。移転後の経営面積は１９万４５３平方メートルです。 
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以上、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしておりますので、御審議のほ

どよろしくお願いします。 

以上です。 

議長 

それでは、質疑を許します。質疑のある方の挙手をお願いします。 

〔挙手なし〕 

議長 

それでは、質疑なしと認めます。 

農業委員による採決を行います。 

議第５３号は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔全員挙手〕 

議長 

御異議なしと認めます。よって、議第５３号は農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定

に基づき処理することに決定いたしました。 

これをもちまして本日の日程は全て終了いたしました。 

次回の農業委員会総会は、９月１１日を予定しております。 

以上をもちまして、令和２年８月富士宮市農業委員会総会を閉会といたします。 

 

 

午後 １時５５分終了 
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